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 第１章では、信長の天下取りの偉業と政策について歴史的に丁寧に追いかけている。信長は、天下取りの途
上で、すでに中世社会の社会的基盤であった荘園制や寺社勢力を次々に潰している。古代中世的なものとは、
庶民が武装していること、国の基礎が農業にあること、政治と宗教が結びついていること、そして比叡山延暦
寺や石山本願寺などの宗教勢力が、独自に武装し租税を徴収し社会的に自立して存在していたことである。比
叡山延暦寺も石山本願寺も、武装しており僧兵を抱えていた。一向一揆が起こったときは、必ず後ろに石山本
願寺がいたのである。信長は京都に攻め上がるために斎藤道三の居城があった岐阜を陥れるが、単に城砦とし
ての城として岐阜を手に入れただけでなく岐阜の城下町も作っている。楽市楽座を導入した城下町を作ること
で、商工業を富の源泉として捉えているのである。信長と秀吉の安土桃山時代がもたらしたのは、農業が国家
の富の源泉であるような社会から商工業が富の源泉であるような社会への転換の契機であり、そういう意味で、
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日本の「近代」を用意したのは、織豊政権であると言っていいのではないだろうか。確かに政治的な近代は明
治維新によってもたらされるのであるが、社会、特に経済的な意味での社会の近代は、織豊政権の政策によっ
て準備されたのではないだろうか。その政策の要として都市の形成、町づくりがある。楽市楽座を実施する城
下町を作り、商人を呼び寄せ市場としての町の育成を図ったことに、信長の日本史における画期があるという
分析と指摘は、審査委員からも高く評価された点である。 
信長によって切り拓かれた道は秀吉に継承された。第２章では、秀吉の都市政策に重点をおいて考察してい
る。例えば京都も秀吉によって完全に城下町になった。決して古代の天皇と公家の京都ではなくなって、城下
町になった。それは、秀吉が築城した聚楽第を中心に秀吉が京都の町を編成しなおしているのである。信長と
秀吉が作った都市は、それ自体が富を生み出す生産都市である。富の源泉は、それまでは農業だけだと考えら
れていたのに、商工業も富の源泉だと考え、そういう都市を意識的に作ったのが、信長であり秀吉だったので
ある。 
第３章では、徳川幕藩体制の意義について考察している。江戸時代には、「織田がつき、羽柴がこねし天下餅、
すわりしままに食ふは徳川」という狂歌がある。信長・秀吉・家康三人の天下統一を餅つきに例えたものであ
るが、織田信長が天下統一の先駆けとなり、信長の継承者である豊臣秀吉が近世社会の基礎を築き、徳川家康
は座りながら二人の苦労の結晶を悠々と「食べている」、つまり、享受しているということであろう。 
第４章では、江戸時代における町人文化の隆盛について考察を行っている。徳川家康の江戸時代は、基本的
には、この信長と秀吉によって敷かれた軌道の上を走っている。武士が支配階級であるが、元禄や化政の文化
に象徴されるように、文化の担い手は武家というよりはむしろ町人に移っている。信長が播
ま
き、秀吉が育てた
町人文化という苗が、大きく育ったのが江戸時代ではないだろうか。つまり、支配者階級として武士は威張っ
ているものの、社会の中心で活躍しているのは町人なのである。理念としては、士農工商という身分制度の最
下層に属する町人が、社会や文化の主要な担い手となっているのが、江戸時代なのである。 
日本の歴史の中で、江戸時代はとくに封建的であり男尊女卑の社会であったため、女性はよく虐げられてい
たと言われている。しかし、浮世絵や井原西鶴(1642-1693)などの好色物や近松門左衛門（1653-1724）の心中
物に描かれている女性を通してみると、実際には生き生きと活躍していた町人女性が少なくないように思える。
そのことを端的に示すのが、小袖である。小袖は現在の「着物」の原型となった衣服であるが、平安時代に貴
族たちが着ていた十二単の肌着として身につけたものである。戦国時代から江戸時代初期には武家も着るよう
になり、やがて町人女性も着るようになった。つまり、江戸時代になると小袖は身分を問わず着られるように
なったのである。それだけでなく、町人女性が小袖の流行の発信源となっているのである。 
小袖は、時代や社会の変化と共に変容を遂げていることが分かる。小袖は、時代の社会構造の変化を映す鏡
でもあった。小袖を通して見えてくる江戸の町人文化の興隆は、江戸幕藩体制下で想像以上に社会の平準化が
進んでいたということを見せてくれる。日本社会がその中にすでに明治維新を胚胎していたということである。
つまり、町人文化の興隆と小袖の流行には、日本社会の構造変化、「士農工商」の時代から「四民平等」の時代
へ社会階層の変容が着実に進んでいることを見て取ることができるのではないだろうか。つまり、信長と秀吉
によって作られた都市と都市文化が日本社会の平準化の原動力になったということである。アジア・アフリカ
世界の中でもスムーズな近代化と国民国家の形成をなしえた稀有な国が日本である。その理由、つまり、近代
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を準備したものを、私たちは信長と秀吉の政策に見た。そして彼らによって敷かれた軌道を江戸の町人文化が
走ったということにこそ、明治維新以後の日本の奇跡があるのではないかということである。 
江戸幕藩体制下の町人文化のなかで静かにしかし確実に日本社会の構造変化、来るべき明治日本の社会を予
期させるような構造変化が起きていることを端的に示すメルクマールとして、現在の着物の原型となったとい
う小袖に着目、その小袖の大衆化とその小袖の流行りの発信源が、武家の奥方から町人女性に移行しているこ
とを鮮やかに描きだすことに成功している。この分析も、彼女の博士論文の独創性を示すものとして高く評価
された。最後に、彼女の研究は、自身がインドネシアからの留学生であるということを意識し、歴史上の縁の
地を積極的に精力的に歩きまわるという現地調査を行っており、そして、それが研究に十二分に反映している。 
副査の先生お二人からも指摘されているように、彼女の論文は、非常にシャープな問題意識に支えられ、そ
して、自分の立てた仮説を論証するために、博士論文としての要件を十分に備えるだけの文献研究と現地調査
を繰り返し、論文を構成している。よって、ここに博士の学位を与えるにふさわしいと、審査委員会は判断し
た。 
